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日 本 語 教 育 に お け る ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の 談 話 の  

相 互 性 と 協 働 性         

                        朴  恵 美  

 

【 博 論 要 旨 】  

学 習 者 主 体 の 教 室 活 動 の 一 つ と し て 日 本 語 教 育 の 作 文 教 室 に ピ

ア ・ レ ス ポ ン ス が 取 り 入 れ ら れ て 以 降 、 学 習 者 の 作 文 改 善 に 多 様 な

効 果 が あ る こ と は 、 こ れ ま で の 研 究 に よ り 確 か め ら れ て い る 。 し か

し な が ら 、 ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の 中 で 行 わ れ る 話 し 合 い で 参 加 者 同 士

が ど の よ う な 発 話 を 行 い 、 作 文 の 改 善 に 結 び つ け て い る の か 、 そ の

実 態 は ま だ 十 分 に は 明 ら か に さ れ て い な い 。 そ こ で 、 本 研 究 で は 、

活 動 プ ロ セ ス と し て の ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の 談 話 に 着 目 し 、 そ の プ ロ

セ ス の 中 で ど の よ う な こ と が 行 わ れ て い る の か 、 活 動 の 参 加 者 た ち

の 発 話 を 分 析 し た 。  

本 研 究 は 、 ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の 構 成 要 素 を 、 談 話 の 発 話 、 参 加 者

の 属 性 、 参 加 者 間 の 関 係 と い う 三 つ に 分 け 、 そ れ ぞ れ の 分 析 観 点 と

し て 「 発 話 機 能 」 「 役 割 と し て の 支 援 」 「 成 員 カ テ ゴ リ ー 化 装 置 」

の 三 つ を 設 定 し 、 そ の 三 つ の 観 点 か ら ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の 談 話 を 詳

し く 分 析 ・ 考 察 す る も の で あ る 。  

 第 １ 章 「 は じ め に 」 で は 、 本 研 究 の 動 機 と 背 景 、 お よ び 本 論 文 の

構 成 を 述 べ た 。 日 本 語 教 育 に お け る 旧 来 の 作 文 教 育 で は 、 教 師 の 一

方 的 な 訂 正 と 「 記 述 式 の フ ィ ー ド バ ッ ク 」 が 中 心 で あ り 、 学 習 者 自

身 が 何 を 書 こ う と し て い た か 、 何 を 言 お う と し て い た か な ど は 二 の

次 と さ れ て き た 。 そ の 結 果 、 作 文 の 読 み 手 で あ る 教 師 と 書 き 手 で あ

る 学 習 者 の あ い だ に は 、 相 互 の 理 解 を 深 め る と い う 視 点 が 不 足 し て

い た 。 そ れ を 改 善 す る た め に ピ ア ・ レ ス ポ ン ス ( P e e r  r e s p o n s e )が

導 入 さ れ 、 そ の 有 効 性 を 証 明 す る 研 究 が な さ れ て い る こ と を 中 心 に

紹 介 し た 。  

第 ２ 章 「 先 行 研 究 」 で は 、 日 本 語 教 育 に お け る ピ ア ・ レ ス ポ ン ス

研 究 を 取 り 上 げ て 概 観 し 、 そ の 優 れ た 点 と 問 題 点 を 論 じ た 。 ピ ア ・

レ ス ポ ン ス に 関 す る こ れ ま で の 一 連 の 研 究 は 、 ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の

プ ロ ダ ク ト で あ る 推 敲 作 文 に 関 す る も の が 中 心 で あ り 、 そ の 活 動 の
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結 果 、 内 容 面 や 語 彙 面 、 構 成 面 を 中 心 に 改 善 が 進 む こ と を 明 ら か に

し て い る 。 一 方 、 ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の 活 動 プ ロ セ ス で あ る 推 敲 過 程

の 談 話 を 扱 っ た 研 究 は ま だ 少 な く 、 そ う し た 現 状 の 下 、 作 文 の プ ロ

ダ ク ト で な く プ ロ セ ス を 扱 う 点 、 母 語 話 者 参 加 グ ル ー プ と 学 習 者 の

み の グ ル ー プ を 比 較 す る 点 、 上 述 の 「 発 話 機 能 」 「 役 割 と し て の 支

援 」 「 成 因 カ テ ゴ リ ー 化 装 置 」 と い う 三 つ の 分 析 観 点 を 用 意 す る 点

に 本 研 究 の 独 創 性 が 見 ら れ る こ と を 主 張 し た 。  

第 3 章 「 研 究 方 法 」 で は 、 本 研 究 の 調 査 方 法 に つ い て 紹 介 し た 。

調 査 対 象 者 は 学 習 者 7 名 と 母 語 話 者 3 名 で 、 母 語 話 者 参 加 グ ル ー プ

（ 母 語 話 者 1 名 と 学 習 者 3 名 ） と 学 習 者 の み グ ル ー プ （ 学 習 者 4 名 ）

に 分 か れ た 。 授 業 の 中 で 行 わ れ た 6 回 の ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の う ち 、

最 初 の 2 回 を 事 前 練 習 と し 、 残 り の 4 回 の 話 し 合 い 計 7 2 0 分 を 録 音 、

文 字 化 し 、 発 話 を 1 8 の 「 発 話 機 能 カ テ ゴ リ ー 」 に 分 け た 。 そ し て 、

「 発 話 機 能 カ テ ゴ リ ー 」 と 「 役 割 と し て の 支 援 」 と い う 二 つ の 観 点

か ら 分 析 す る 手 法 を 説 明 し た 。  

 第 4 章 「 ピ ア ・ レ ス ポ ン ス に お け る 発 話 機 能 カ テ ゴ リ ー 」 で は 、

「 発 話 機 能 カ テ ゴ リ ー 」 に も と づ い て 談 話 全 体 を 分 析 し た 結 果 を 報

告 し た 。 頻 度 が 高 い 発 話 機 能 を 順 に 挙 げ る と 、 「 返 答 」 「 説 明 」

「 確 認 」 「 同 意 」 「 意 味 の 質 問 」 と な る 。 母 語 話 者 参 加 グ ル ー プ で

も 、 学 習 者 の み の グ ル ー プ で も 、 若 干 の 順 位 の 違 い は あ る が 、 こ れ

ら 5 つ が 頻 度 の 高 い 発 話 機 能 で あ る こ と に 変 わ り は な い 。 た だ し 、

母 語 話 者 参 加 グ ル ー プ で は 、 母 語 話 者 の 発 話 機 能 「 説 明 」 「 訂 正 」

「 判 断 」 が 目 立 つ な ど 、 や や 違 っ た 傾 向 が 見 ら れ る 。 一 方 、 学 習 者

の み の グ ル ー プ で は 、 日 本 語 力 の 高 い 学 習 者 に 母 語 話 者 に 近 い 傾 向

が 見 ら れ る こ と が わ か っ た 。  

第 ５ 章 「 相 互 行 為 と し て の ピ ア ・ レ ス ポ ン ス 談 話 ： 発 話 機 能 の 観

点 か ら 」 で は 、 ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の 談 話 に お け る 【 質 問 】 と 【 コ メ

ン ト 】 の 機 能 に 注 目 し 、 分 析 ・ 考 察 を 行 っ た 。  

【 質 問 】 で は 、 発 話 機 能 の 分 類 を 手 掛 か り に 、 話 し 合 い に お け る

母 語 話 者 と 学 習 者 の 役 割 の 違 い 、 お よ び 、 日 本 語 力 上 位 の 学 習 者 と

下 位 の 学 習 者 の 役 割 の 違 い を 分 析 ・ 考 察 し た 。 そ の 結 果 、 母 語 話 者

は 学 習 者 よ り も 「 確 認 」 が 多 い の に 対 し 、 学 習 者 は 母 語 話 者 に 「 ア
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ド バ イ ス の 要 求 」 を し ば し ば 行 う こ と が わ か っ た 。 母 語 話 者 で あ っ

て も 「 意 味 の 質 問 」 「 内 容 や 意 図 の 質 問 」 「 ア ド バ イ ス の 要 求 」 を

行 う が 、 そ れ は 母 語 話 者 自 身 の た め で な く 、 問 題 の 所 在 を 学 習 者 が

的 確 に 知 る た め に な さ れ る 。 ま た 、 日 本 語 力 上 位 の 学 習 者 と 下 位 の

学 習 者 と の 比 較 か ら 、 上 位 者 の 行 動 は 母 語 話 者 の 傾 向 に 似 て い る こ

と が 確 認 さ れ た 。 下 位 者 と は 対 照 的 に 、 上 位 者 で は 「 意 味 の 質 問 」

が 少 な い 代 わ り に 「 確 認 」 が 増 え る ほ か 、 「 内 容 や 意 図 の 質 問 」 が

多 く 見 ら れ る 。 ピ ア ・ レ ス ポ ン ス で は 、 日 本 語 力 が 異 な る 者 で あ っ

て も 、 そ れ ぞ れ の 日 本 語 力 に 相 応 し た 役 割 を 分 担 し て 参 加 す る 相 互

行 為 が 見 ら れ た 。  

一 方 、 話 し 合 い に お け る 【 コ メ ン ト 】 の 機 能 は ま ず 、 母 語 話 者 参

加 グ ル ー プ で は 母 語 話 者 が 学 習 者 よ り 「 訂 正 」 が 多 い の に 対 し 、 学

習 者 は 「 感 想 」 が 多 か っ た 。 学 習 者 の み の グ ル ー プ で は 「 感 想 」 が

多 い 反 面 、 「 判 断 」 の 発 話 は 少 な か っ た 。 参 加 者 は コ メ ン ト を す る

際 、 立 場 に よ っ て そ の ス タ ン ス も 変 わ っ て く る 姿 が 見 ら れ た 。 母 語

話 者 は 学 習 者 よ り 「 訂 正 」 を 話 し 合 い で 頻 繁 に 発 言 し て い る 。 学 習

者 が 「 訂 正 」 を 期 待 す る と 同 時 に 、 母 語 話 者 は 母 語 話 者 と し て 役 割

が あ る と 認 識 し て い る 様 子 が う か が え る 。  

基 本 的 に 、 【 質 問 】 は 読 み 手 が 取 る 立 場 、 【 回 答 】 は 書 き 手 が 取

る 立 場 、 【 コ メ ン ト 】 は 読 み 手 が 書 き 手 の 意 図 を 汲 ん で 文 章 化 さ せ

る 時 の 立 場 で あ る と 言 え る 。 学 習 者 と 母 語 話 者 は 自 分 た ち に 合 う 参

加 の 仕 方 で ピ ア ・ レ ス ポ ン ス を 活 発 に し て い る こ と が 分 か っ た 。  

第 6 章 「 相 互 支 援 と し て の ピ ア ・ レ ス ポ ン ス 談 話 ： 『 役 割 と し て

の 支 援 』 の 観 点 か ら 」 で は 、 発 話 に よ る 相 互 行 為 の 中 で 相 互 支 援 が

ど の よ う に な さ れ る か 、 「 役 割 と し て の 支 援 」 と い う 観 点 か ら 分

析 ・ 考 察 し た 。 そ の 結 果 、 母 語 話 者 参 加 グ ル ー プ で は 、 書 き 手 が

「 読 み 手 の 役 割 」 を 多 く 担 う 傾 向 が 有 意 に 見 ら れ た 。 内 訳 を 見 る と 、

「 読 み 手 の 役 割 」 を 担 う の は 専 ら 書 き 手 が 学 習 者 の と き で あ り 、 書

き 手 が 母 語 話 者 の と き に 「 読 み 手 の 役 割 」 を 担 う こ と は む し ろ 稀 で

あ っ た 。 こ う し た 傾 向 の 背 景 に は 、 母 語 話 者 が い る と 、 日 本 語 の 表

現 面 で 母 語 話 者 に 依 存 す る こ と が あ る と 考 え ら れ る 。 母 語 話 者 参 加

グ ル ー プ で は 、 母 語 話 者 の 日 本 語 能 力 が 群 を 抜 い て 高 く 、 ま た 学 習
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者 か ら も そ の 日 本 語 能 力 へ の 依 存 が 見 ら れ る 場 合 、 母 語 話 者 ひ と り

が 主 導 権 を 握 っ て 「 書 き 手 と し て の 支 援 」 「 教 師 と し て の 支 援 」 を

行 い 、 や り と り の バ ラ ン ス が 崩 れ 、 一 方 的 に な る 傾 向 が 見 ら れ た 。

し か し 、 母 語 話 者 は 、 他 の 読 み 手 か ら の 質 問 に 対 し 、 表 現 面 で も 内

容 面 で も 自 分 の 言 葉 で 整 理 し て わ か り や す く 説 明 す る 能 力 を 備 え て

い る こ と は 疑 い な く 、 母 語 話 者 ・ 学 習 者 と も に 協 働 学 習 の 意 味 を 理

解 で き て お り 、 母 語 話 者 の リ ソ ー ス を う ま く 活 用 で き た グ ル ー プ で

は ピ ア ・ レ ス ポ ン ス が 活 性 化 し 、 活 動 に 対 す る 期 待 も 高 く な っ て い

る 様 子 が う か が わ れ た 。  

一 方 、 学 習 者 の み の グ ル ー プ で は 、 日 本 語 能 力 の 高 い 学 習 者 、 あ

る い は 積 極 的 な 学 習 者 が い な い 場 合 、 「 書 き 手 と し て の 支 援 」 「 教

師 と し て の 支 援 」 が 乏 し く な る 傾 向 が あ り 、 結 局 ど の よ う に 直 し て

よ い か わ か ら ず に 、 や り と り が 沈 滞 化 す る ケ ー ス も 見 ら れ た 。 し か

し 、 書 き 手 が 積 極 的 に ピ ア ・ レ ス ポ ン ス を 利 用 し よ う と す る 意 識 が

高 い 場 合 、 「 読 み 手 と し て の 支 援 」 に よ る 発 問 を 盛 ん に 行 い 、 ピ

ア ・ レ ス ポ ン ス を 盛 り 上 げ る こ と に 成 功 し て い る グ ル ー プ も 存 在 し

た 。 両 グ ル ー プ と も 、 書 き 手 ・ 読 み 手 と い う 本 来 の 役 割 か ら 脱 却 し 、

新 た な 「 役 割 と し て の 支 援 」 を 行 う こ と で 、 ピ ア ・ レ ス ポ ン ス を 豊

か に す る こ と が 可 能 に な る 。 そ の よ う に 役 割 を 交 替 す る こ と で 、 ピ

ア ・ レ ス ポ ン ス を 活 性 化 さ せ る 、 協 働 学 習 と し て の 多 様 な 可 能 性 が

生 ま れ て く る こ と が 確 認 さ れ た 。  

第 ７ 章 「 相 互 意 識 と し て の ピ ア ・ レ ス ポ ン ス ： 成 員 カ テ ゴ リ ー 化

装 置 の 観 点 か ら 」 で は 、 逸 脱 し た 発 話 を 対 象 に 、 成 員 カ テ ゴ リ ー 化

装 置 を 用 い て 分 析 ・ 考 察 し た 。 現 実 の ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の 談 話 で は 、

作 文 の 表 現 や 内 容 に 直 接 関 わ ら な い 、 書 き 手 ／ 読 み 手 の 役 割 の 発 話

で は な い 多 様 な 発 話 が 散 見 さ れ 、 そ れ が 仲 間 同 士 の 関 係 形 成 ・ 維 持

な ど の 「 学 習 者 同 士 の 社 会 的 相 互 交 流 」 と い う 面 で 重 要 な 役 割 を 演

じ て い る 。 し か も 、 そ う し た 逸 脱 し た 発 話 に は 一 定 の 傾 向 が あ り 、

母 語 話 者 が ピ ア ・ レ ス ポ ン ス に 参 加 す る と 、 大 き く そ の 性 格 が 変 わ

る の で あ る 。 こ の よ う な 性 質 を 持 っ て お り 、 ピ ア ・ レ ス ポ ン ス で の

相 互 行 為 と し て と ら え 、 参 加 者 の 関 係 を 、 把 握 す る の に 、 「 成 員 カ

テ ゴ リ ー 化 装 置 」 を 用 い た 分 析 が 適 し て い る と 考 え 、 分 析 を 行 っ た 。  
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そ の 結 果 、 学 習 者 の み の グ ル ー プ で は 、 「 留 学 生 」 と い う カ テ ゴ

リ ー 集 合 に 基 づ く 協 働 が 見 ら れ 、 日 本 を 異 文 化 と す る 「 生 活 者 と し

て の 情 報 交 換 」 、 多 様 な 地 域 か ら 集 ま っ た 「 ○ ○ 母 語 話 者 と し て の

背 景 の 共 有 」 、 「 友 人 と し て の 交 感 的 な 交 流 」 が 観 察 さ れ た 。 そ こ

に は 、 留 学 生 同 士 の 連 帯 感 や 親 し さ が 感 じ ら れ た 。 一 方 、 母 語 話 者

参 加 グ ル ー プ で は 、 「 留 学 生 ／ 日 本 人 学 生 」 の カ テ ゴ リ ー 対 に 基 づ

く 協 働 が 見 ら れ 、 日 本 に 暮 ら す 「 日 本 文 化 ・ 社 会 の 正 確 な 情 報 提

供 」 、 多 様 な 地 域 か ら 集 ま っ た 「 ○ ○ 母 語 話 者 と し て の 背 景 の 共

有 」 、 日 本 語 母 語 話 者 か ら の 「 日 本 語 知 識 の 正 確 な 情 報 提 供 」 が 観

察 さ れ た 。 そ こ で は 、 留 学 生 同 士 の 連 帯 感 や 親 し さ は 影 を 潜 め 、 母

語 話 者 か ら 日 本 語 、 日 本 文 化 ・ 社 会 の 正 確 な 情 報 提 供 を 受 け る 面 が

強 く 出 て い た 。 大 切 な こ と は 、 成 員 カ テ ゴ リ ー 化 装 置 に よ っ て 、 学

習 者 の み の グ ル ー プ で は 「 留 学 生 」 と い う 同 質 の カ テ ゴ リ ー 集 合 の

連 帯 感 が 強 ま る の に 対 し 、 母 語 話 者 参 加 グ ル ー プ で は 「 留 学 生 ／ 日

本 人 学 生 」 と い う 異 質 な カ テ ゴ リ ー 対 が 強 調 さ れ る と い う 両 者 の 特

徴 を 整 理 し て 把 握 し て お く こ と で あ る 。  

第 8 章 「 お わ り に 」 で は 、 こ う し た 三 つ の 観 点 か ら 、 日 本 語 能 力

や 一 人 ひ と り の 背 景 の 違 い に よ っ て 、 相 互 性 を 保 ち な が ら 、 協 働 し

て ピ ア ・ レ ス ポ ン ス を 行 っ て い る 活 動 の 実 態 を 確 認 し た 。 作 文 推 敲

の た め に 互 い を 支 援 す る と い う 目 的 の 下 、 パ ズ ル の ピ ー ス が は ま る

よ う に 、 互 い の 長 所 を 活 か し て 互 い の 短 所 を 補 い 合 う と い う 、 協 働

に 見 ら れ る 相 互 支 援 を ピ ア ・ レ ス ポ ン ス の 魅 力 と 考 え 、 そ こ に 日 本

語 教 育 に お け る 作 文 教 育 の 可 能 性 が あ る こ と を 示 し た 。  

 

 


